
令和２年度 第１回浜松市医療的ケア児等支援協議会 

議 題 

１．全数把握調査の進捗状況報告  資料１ 

２．医療的ケア児等コーディネーターの役割について 資料２ 
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資料１

医療的ケア児等全数把握進捗状況について

＜調査実施について＞ 

調査終了予定：令和２年５月末まで

＜各機関への依頼進捗状況＞ 

機関名 進捗状況と今後の対応

診

療

所

浜松市医師会
1/24依頼文書発送
４月末までに同意書回収の予定

Ｒ2.3月末時点回収数：７０人政令市医師会

病

院

聖隷浜松病院

３月末までに病院から対象者へ依頼文書を発送済

対象者：約２７０名

回収期限：令和２年４月末

聖隷三方原病院

浜松医療センター

遠州病院

労災病院

浜松赤十字病院 対応について病院内で調整中

浜松医科大学医学部付属病院 ５月末までに同意書回収の予定

天竜病院
1/24依頼文書発送
５月末までに同意書回収の予定

北斗わかば病院
1/24依頼文書発送
４月末までに同意書回収の予定

県立こども病院 ５月末までに同意書回収の予定

看

護
訪問看護ステーション

障害保健福祉課より令和元年８月から依頼

R2.3末時点：１４１人把握
（うち人工呼吸器使用６５人）

教

育

公立小中学校 1/28依頼文書発送  回収数：１６人

特別支援学校
2/4依頼文書発送
回収数：８０人（肢体不自由児２８人含む）

幼

保

市内公立保育園 1/24園長会にて説明
市内私立保育園 園長会にて説明予定

市内公立幼稚園 2/20園長会にて説明
市内私立幼稚園 園長会にて説明予定

福

祉

相談支援事業所
2/5依頼文書送付
Ｒ2.4.1時点回収数：１１人

当事者団体 在宅医療ケアのある子を持つ親の会代表へ報告



資料１

＜今後の対応について＞ 

・データの取りまとめ、分析

・新規ケース把握に向けて、健康増進課、区社会福祉課障害担当、相談支援事業所、拠点

病院相談室等と調整

・透析に関しては、手帳申請時に把握が可能かを更生相談所と調整

＜課題＞ 

・調査対象外となっている６５歳以上で医療的ケアが必要な方への対応について

（在宅酸素、人工透析対象者が多く、その取扱いについて医療機関より問い合わせが多く

あった。）

＜調査協力機関からの意見＞ 

・人工透析の災害時対応について：平成 30年度にあった大規模停電の際、連絡がつかない
対象者がいた。医療機関としても対応するが、大規模災害時は行政が対象者へ情報を発信

することが必要ではないか。行政が情報発信することで、対象者が自宅の近くで透析が受

けられるようになるのではないか。



資料２

医療的ケア児者

その家族

医療的ケア児等ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
・当事者やその家族、関係機関からの相談対応

・支援者のフォロー

（在宅福祉ｻｰﾋﾞｽ利用調整、困難事例、研修等）

・関係機関のコーディネート

地 域

医療的ケア

協議会

自立支援
協議会

障害保健

福祉課

・在宅支援等に関する相談対応

・病院から在宅への退院支援

・在宅福祉サービス利用調整

・災害時支援

・医ケア児等受入促進研修

・当事者団体相談支援

・市民への啓発活動（講演会等）

・地域課題等の共有

・地域資源の把握・分析

・ニーズ調査、課題分析

協議会、啓発活動、災害時支援等、
コーディネーターと協働して対応

コーディネーターと共に関係機関相互が連携し、医療的ケア児者を支援

在宅診療

福 祉

総合病院

保 健

教 育

医療的ケア児等支援に向けた体制整備について 

１ 目的 

重心児者及び医療的ケア児者を専門としたコーディネーターを配置し、福祉・保健・

医療・教育などの総合的な調整を実施することにより、地域での支援体制を整備する

２ 事業内容 

 重心児者・医療的ケア児者支援の拠点となる施設にコーディネーターを配置し、地域の

体制整備を行う。

 コーディネーターは、看護師、県の医療的ケア児等コーディネーター養成研修を受講し

た相談支援専門員等の専門職

３ 体制整備のイメージ図 



体制整備スケジュール（予定）

令和３年度 令和４年度 令和５年度

在宅支援に関する地域の
ネットワーク構築

相談員等専門職への支援

災害時支援

啓 発
医ケア児者の受入促進

調査・分析

在宅支援に関するネットワークの構築

相談員等専門職のフォローアップ

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの周知

災害時の体制づくり

サービス事業所への
受入促進の基礎研修

幼保・公立小中への受入促進の基礎研修

事例を通して上がってきた課題の集約

医ケア協議会、自立支援協議会との連携



浜松市医療的ケア児等支援協議会設置要綱

（設置目的）

第１条 人工呼吸器を装着している障害児等、その他の日常生活を営むために医療を要す

る状態にある障害児等（重症心身障害児（者）を含む）（以下「医療的ケア児等」という。）

とその家族が、心身の状況に応じた適切な支援を受けることにより地域において安心し

て生活できる体制を整備するため、保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関が

地域の課題や対応策について、意見交換を行い、又は情報共有を図ることを目的に、浜

松市医療的ケア児等支援協議会（以下「協議会」という。）を設置する。

（協議事項）

第２条 協議会は、次に掲げる事項を協議する。

（１）医療的ケア児等とその家族の支援に係る課題や情報の共有に関する事項

（２）医療的ケア児等とその家族の支援に係る連携の強化に関する事項

（３）医療的ケア児等とその家族の支援に係る対応策の協議に関する事項

（４）医療的ケア児等とその家族の支援に係る地域の体制整備のほか、協議会の運営に関

し市長が必要があると認める事項

（委員の構成）

第３条 協議会は、次に掲げる委員をもって組織する。

（１）学識経験がある者

（２）保健・医療機関関係者

（３）障害福祉関係者

（４）教育機関関係者

（５）保育機関関係者

（６）当事者団体関係者

（７）前各号に掲げるもののほか、市長が適当であると認める者

（会長）

第４条 協議会には会長及び副会長を置き、委員のうちから互選により定める。

 ２ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。

 ３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。

（会議）

第５条 協議会は、会長が招集する。

２ 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことが



できる。

（当事者との意見交換）

第６条 協議会は、当事者やその家族の意見を聴く場を年に１回以上設け、支援における

課題を把握する。

（事務局）

第７条 事務局は、健康福祉部障害保健福祉課に置く。

（委員の任期）

第８条 委員の任期は２年以内とし、補欠委員の任期は、前任者の残任任期とする。ただ

し、再任は妨げない。

（会議の公開）

第９条 会議、会議録及び資料は、公開とする。ただし、協議会が公開とすることが適当

でないと認めるときは、公開しないことができる。

附 則

この要綱は、令和２年４月１日から施行する。


